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1．
　多孔体に 接する 流れ は工 学分野で は多数存在す る．また流 れ

場に 障害物を設置 し物 質交 換 を 盛 ん に す る こ ど も工 学 分 野 で 広

く行われてい る，こ の よ うな流れ 場を計算する ため，多孔体内部

の マ ク ロ な計算を行 う拡張 k 一ε 乱流モ デ ルを 用 い 計 算 を行 っ

た．結果を Breugem ら に よ る 多 孔 体チ ャ ネ ル 流れ の DNS 〔D 須

賀 らに よ る多孔体チ ャ ネル流れ の 実験   多孔体 リブ付 き流れ の

実験 伺 と比較 し検証を 行 っ た．
2．拡張低 レイノ ルズ数型モ デル

　低 レ イ ノル ズ数型 鳶一
ε モ デ ル （LS モ デ ル ）を基 に した多 孔体

内部流に 拡張さ れ た 乱流モ デル   を適 用 し た，多孔体 内部 に お

い て，連続の 式と運動量方程式は，透過率 K ，空 隙率 g を用い て
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　　　　　　　　乱流 モ デルに よる多孔体壁面流れの 物質輸送に 関する研 究
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　　Although　a　turbulent　flow　in　the　clear 　fiuid　region 　over　a　porous　medium 　can 　be　solved 　by　low　Reynolds　number 　k’　一　E

　　 models ，　in　the　porous　region 　drag　force　terrns　must 　be　also 　considered 　in　tbe　macr 。 scopic 　equations ：turbulent　kinetic

　　 enegy ，　and 　dissipation　rate 　equations 、　By　such 　modifications ，　the　obtained 　results 　ofchannel 　fiows　over 　poreus　media

　　 are 　compared 　with 　the　DNS 　and 　experimental 　data．　The　results　offiows 　over 　a　porous　rib　are 　tt旦so　compared 　wlth 　the

　　 experiments ．
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と書か れ る．こ こ で 防 は 全相平 均の 時間平 均速 度，CF は フ ォ ル
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係数である ．また 鵲 ＝砧 一Up で あ り Up は 多孔体

璧の 速度で ある．式 （2）で の 右辺第 三 項，第四 項 は それ ぞれ 多 孔

体に よ る 粘性抵抗を表 す ダル シ
ー項 と形 状 抵抗 を表す フ ォ ル ヒ

ハ イマ
ー

項で ある．乱流エ ネ ルギ
ーk の 輸送方程式 とその 散逸

率 ε の 等 方成分 ξの 輸送方程式も 同様に そ れ ぞれ ，
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Tab畳e、　l　Computational　conditiens 　ofchannel 　flows，　E ：DNS ，＃：exp

case 幹 κ ／∬ CF
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を示 す．速度分布 に お い て は 実験 と 計算 は よ く対 応 し て い る こ と

が わか る．今後さ らに 精度を改善する に はモ デル構築の 際に省略

さ れ て し ま っ た 項の 検討が 必 要で あ る と考え ら れ る．
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状で 決ま る．モ デル係数 伽 は 文献 固 に 従い Ck ＝0．28 と した．

3．計算領域お よび計算条件

　流 れ領 域 に は LS モ デ ル を 用 い ，多 孔休 領 域で は 上 記 の モ デ

ル を用 い た．計算格子 は，多孔体 と 流れ 領域で の 境に お い て 密

に な る よ うな 不等間隔格子で ，多 孔体チ ャ ネ ル 流 れ に 対 して

は 110（．r ）× 1〔〕〔｝（IY），多 孔 体 リ ブ付 き流 れ に 対 して は 流 れ 領 域

の 半分 の 長 さ h を一辺 とす る 正 方形の 多孔体 リブ を 設 置 した

320（x ）× 110（’y）の 格子 を用 い た，ま た副 算条 件 を表 1に 示す．
4．計算結果 および 考察

　多孔 体チ ャ ネ ル 流れ に つ い て の 計算 結果 を DNS およ び実験 結

果 と比較 し
， それぞれ を Fig．1，Fig．2 に 示す．これ か ら流れ領域 に

お い て ，よ い 速 度分布 の
一致 を 示 し た が Fig，3 を み る と，多孔 体

内部の 速度分布に つ い て 十 分な精度が 得られ な い とい う こ とが

分 か っ た．リブ付 き流れ の 計算 結 果 につ い て，Fig，4 に速 度分 布
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5．結言

Fig．4　Mean 　velocity 　profile，

　DNS ，実験結果 との 比 較を行 っ た が，全 般 的に 良 い
一

致 を示 す

こ と が分か っ た．リ ブ付 き流れ に つ い て も，多孔 体 内部 の 流れ の

様子を か な り妥当に 予測で きて い る こ とが推測 され た．しか し，
チ ャ ネ ル の 多孔体内部速度分布 か ら分か る よ うに，十分 に 正確な

結果が得 られ て い る と は 言え ず，今後，更な るモ デ ルの 改良が 必

要で あ る．
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